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愛
知
学
院
大
学
教
授　

川
口
高
風

杉
神
社（
米
沢
市
丸
の
内
）の
稽け
い

照し
ょ
う

殿で
ん

に

は
、
謙
信
が
搭
け
て
い
た
五
条
衣
を
所

蔵
し
て
い
る
。
そ
れ
は
掛
絡
と
横
に
搭

け
る
守
持
衣
の
二
種
が
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
当
時
の
五
条
衣
を
な
が
め
て
み

た
い
。

　

掛
絡
は『
上
杉
家
伝
来
衣
裳
』（
昭
和

四
十
四
年
四
月　

講
談
社
）に「
茶
紺
繻し
ゅ

子す

袈
裟
」（
図
1
）と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

田
相
の
大
き
さ
は
縦
三
十
一
セ
ン
チ
、

横
五
十
六
セ
ン
チ
で
、
裏
布
は
な
い
。

田
相
は
茶
繻
子
で
、
縦
と
横
の
葉よ
う

は
紺

繻
子
で
あ
る
。
た
だ
し
、
田
相
は
朽
損

し
て
い
る
た
め
存
在
し
な
い
部
分
も
あ

る
。
竿さ
お

は
一
二
四
セ
ン
チ
で
、
黒
地
の

裏
布
が
あ
る
。
外
側
の
幅
は
十
二
セ
ン

チ
、内
側
の
左
が
六
セ
ン
チ
、右
が
五・五

セ
ン
チ
で
外
側
よ
り
細
い
。
な
お
、
左

側
に
は
白
い
環
が
つ
い
て
い
る
。

　

マ
ネ
キ
は
縦
が
二
十
二・
五
セ
ン
チ
、

横
は
十
三
セ
ン
チ
で
、
上
部
が
竿
に
縫

い
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
竿
と
重
な
っ
た

部
分
の
中
央
の
一
ヶ
所
も
縫
い
つ
け
ら

れ
て
い
る
。

　
横
に
搭
け
る
守
持
衣
は
六
種
が
あ
る
。

　

①
萠よ
も

黄ぎ

大
牡ぼ

丹た
ん

文あ
や

金
襴
袈
裟
は
縦

二
十
一・五
セ
ン
チ
、
横
五
十
四
セ
ン
チ

で
、
紐
の
長
さ
は
一
三
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。

田
相
と
そ
れ
以
外
も
萠
黄
繻
子
地
に
大

牡
丹
文
様
を
金
襴
で
描
き
出
し
て
お
り
、

裏
は
黄
地
平ひ
ら

絹ぎ
ぬ

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
②
濃
茶
平
絹
萠
黄
銀
入
黄
緞
袈
裟（
図

2
）は
縦
十
六
セ
ン
チ
、
横
五
十
二
セ
ン

チ
で
あ
る
。
田
相
は
上
質
の
濃
茶
平
絹

で
、
葉
、
縁
、
紐
は
萠
黄
銀
入
黄
緞
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
裏
は
金
茶
色
平
絹

で
あ
る
。

　

③
薄
黄
雲
文
黄
牡
丹
文
緞ど
ん

子す

袈
裟
は

縦
十
六・五
セ
ン
チ
、
横
五
十
三
セ
ン
チ

で
あ
る
。
田
相
は
薄
黄
雲
文
緞
子
で
、葉
、

縁
、
紐
は
黄
牡
丹
文
緞
子
で
あ
る
。

　

④
薄
茶
濃
萠
黄
金
襴
袈
裟
は
縦

十
六・五
セ
ン
チ
、
横
五
十
三
セ
ン
チ
で

あ
る
。
田
相
は
薄
茶
金
襴
で
、
葉
、
縁

は
濃
萠
黄
金
襴
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

黄
色
平
絹
が
紐
の
乳ち
ち

と
し
て
二
ヶ
所
に

18

つ
い
て
お
り
、
も
と
は
裏
布
が
な
か
っ

た
が
、
田
相
が
ひ
ど
く
傷
ん
で
い
た
と

こ
ろ
か
ら
、
昭
和
三
十
九
年
の
修
理
の

時
に
裏
が
帖
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

⑤
黒
繻
子
萠
黄
金
入
黄
緞
袈
裟（
図

3
）は
縦
十
七・五
セ
ン
チ
、
横
四
十・五

セ
ン
チ
で
あ
る
。
田
相
は
黒
繻
子
で
葉
、

縁
、
紐
は
萠
黄
金
入
黄
萠
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
裏
は
赤
銀
入
黄
緞
で
あ
る
。

　

⑥
茶
花
文
緞
子
袈
裟
は
縦
十
七
セ
ン

チ
、
横
は
約
五
十
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。

こ
れ
は
笈お
い

か
ら
出
さ
れ
た
時
、
一
握
り

の
朽
損
し
た
裂き
れ

の
塊
か
た
ま
り

で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
を
水
伸の
ば

し
で
整
理
し
て
み
る
と
袈
裟

で
あ
っ
た
。
田
相
も
そ
れ
以
外
も
緞
子

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
し
い
形
態

は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

　

六
種
の
守
持
衣
は
現
在
、
奈
良
の
寺

院
で
使
用
さ
れ
て
い
る
南
都
袈
裟（
加け

行ぎ
ょ
う

袈
裟
と
も
い
う
）と
同
じ
く
幅
の
狭
い

も
の
で
あ
る
。
南
都
袈
裟
は
偏
袒
右
肩

に
搭
け
て
い
る
が
、
謙
信
の
守
持
衣
は

偏
袒
右
肩
に
搭
け
る
に
は
短
い
。
そ
の

図3　黒繻子萠黄金入黄緞袈裟

■ 

遺
品
の
五
条
衣

　

上
杉
謙
信（
一
五
三
〇 

│
七
八
）は
、

神
仏
に
対
す
る
熱
烈
な
信
仰
に
生
き
た

戦
国
武
将
の
一
人
で
あ
る
。
幼
時
に
は

生
家
長
尾
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
林
泉
寺

（
上
越
市
中
門
前
）六
世
の
天
室
光
育
に

預
け
ら
れ
、
禅
を
修
め
た
。
長
ず
る
に

及
ん
で
七
世
益
翁
宗
謙
の
会
下
に
参
禅

し
禅
の
極
意
を
悟
っ
た
。
さ
ら
に
嵯
峨・

大
覚
寺
の
義
俊
や
高
野
山
無
量
光
院
の

清
胤
よ
り
深
く
真
言
密
教
の
奥
義
も
究

め
て
い
る
。

　

謙
信
の
遺
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
上図1　茶紺繻子袈裟

図2　濃茶平絹萠黄銀入黄緞袈裟


